
 

 

 

 

 

 

令和７年第３回（９月） 

粕 屋 町 議 会 定 例 会 
 

質問順一覧表  

質 問 順 議   員   氏   名 

１ 田 川 正 治 

２ 川 崎 尚 子 

３ 福 永 善 之 

４ 宮 﨑 広 子 

５ 本 田 芳 枝 

６ 川 口   晃  

７ 杉 野 公 彦 

８ 山 𦚰 秀 隆 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



質問順 ＮＯ．１  質問者１０番   田 川 正 治 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

高齢者や障がい者の方 

などが、安全安心で住 

んで良かったと思える 

町の施策と支援につい 

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

九大農場跡地を、市制 

をめざす町のシンボル 

的な拠点とする計画と 

取組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）高齢者や障がい者などの、要配慮者が避難する福祉避 

難所である福祉センターの長寿命化改修工事の計画時 

に、通常時や災害時に利用できる、トイレや浴槽などの 

計画は検討されたか。 

 

（２）高齢者などの交通弱者の方が、公共施設や病院、買い 

物などで、町内を移動する交通手段として、福祉巡回ふ 

れあいバスが継続して必要である。町の考えは。 

 

（３）老老介護など、様々な事情で介護施設に入所が必要な 

方が利用できる特別養護老人ホームの増設計画は。 

 

（４）福岡市は運転免許証の有無にかかわらず、満70歳以上 

の人に交通費の一部を助成する高齢者乗車券（交通系IC 

カードやタクシー助成券など）を交付しているが、同様 

の事業を取り入れる考えは。 

 

（５）以前も質問したが、古賀市や太宰府市の特別支援学校 

に、バスで通学する疲労を緩和するためにも、粕屋町・ 

篠栗町・久山町・志免町・須恵町・宇美町の６町で、福 

岡県に建設誘致を要請する考えは。 

 

 

 

 

（１）国指定阿恵官衙遺跡の史跡公園への活用計画の進捗状 

況は。 

 

（２）自然と遺跡があり、最も適した学園文化都市としての 

都市開発が、町のイメージアップにつながると考える 

が、町の考えは。 

 

（３）福岡東環状線のバイパス工事で、JR福北ゆたか線と交 

差する道路の工事や新駅などの進捗状況は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 



質問順 ＮＯ．２  質問者 ３番  川 崎 尚 子 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

市制に向けた粕屋町の 

取組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）市制移行の目的及び現状について 

町として、市制を目指す基本的な考え方と、現時点での 

市制に向けた具体的な取組とその進捗状況について伺いた 

い。 

 
（２）市制移行による住民生活に及ぼす具体的影響について 

市制移行が実現した場合、町民及び町にとって想定され 

るメリット及びデメリットについて、町としての見解を可 

能な限り具体的に伺いたい。 

 

（３）市制に向けた人口増加への方策、それに伴う人口増加へ 

の対応及び多様な住民への施策について 
市制施行は、人口５万人を超えることによって成される 

が、現在粕屋町の人口は鈍化傾向にある。そのため人口を 

増加させるための方策と、増加した人口を支えていくため 

には、様々なインフラ整備等が必要になってくると思われ 

るが、その対応は。 

 
また、外国人を含む多様な住民の受入れが進んでいると 

認識しているが、文化・生活ルール・価値観の違いによる 

摩擦を防ぐための施策や体制整備をどう行っていくのかを 

伺いたい。 
 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 



質問順 ＮＯ. ３   質問者 ８番   福 永 善 之 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

JR駅の利便性について 

 

福岡市に隣接する粕屋町は、面積 14.13㎢のベッドタウンで 

ある。町の中心にある JR長者原駅からは、どの方向へも約２ 

kmで他の自治体へ移動できる。 

また、JR の駅を六つ要する粕屋町は、福岡市へのアクセス 

が非常に便利であるとともに、スーパーや病院など生活に 

必要な施設が充実しているため、幅広い世代にとって住み 

やすい町と言える。 

JR九州は、上位 300駅の駅別乗車人員を公表している。 

３か年のデータは、下記のとおり。 

（年度➡順位➡乗車人数/日の順） 

 

柚須駅                      長者原駅 

①2021年➡48位➡3,619人  ①2021年➡51位➡3,383人 

②2022年➡50位➡3,825人  ②2022年➡51位➡3,630人 

③2023年➡49位➡4,223人  ③2023年➡51位➡3,845人 

原町駅             門松駅 

①2021年➡116 位➡1,334人  ①2021年➡124位➡1,214人 

②2022年➡109 位➡1,508人  ②2022年➡124位➡1,303人 

③2023年➡109 位➡1,617人  ③2023年➡122位➡1,416人 

伊賀駅           酒殿駅 

①2021年➡167 位➡824人   ①2021年➡189位➡662人 

②2022年➡169 位➡871人   ②2022年➡178位➡797人 

③2023年➡170 位➡914人   ③2023年➡173位➡907人 

 

 

そこで、JR 駅の利便性について以下の質問をする。  

 

（１）原町駅に関すること 

・エレベーター設置に関して 

過去の一般質問において、同僚議員により取り上げ 

られたテーマであるが、進捗状況は。 

・改札口の増設に関して 

現在、改札口は駅北側のみであるが、駅南側にも設 

置する考えは。 

 

（２）伊賀駅に関すること 

駅東側に改札口を増設する考えは。 

 

（３）利便性に関すること 

６駅共に、毎年、乗車人員は増加している。 

既存の駅利用者に加え、これから利用が見込まれる 

方々にも、快適に駅を利用していただくための町の施 

策は。 

 

 

町 長 

 

 



質問順 ＮＯ．４  質問者１３番  宮 﨑 広 子 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

誰もが健康で暮らせる 

まちづくりについて 

 

 

 

 睡眠による健康づくりについて 

 

（１）小中学校での眠育についてどのような実践を行っている 

のか。 

   ・自分の睡眠時間を記録し、自身で改善する取組を続け 

ている自治体があるが、町で実践する考えは。 

   ・不登校は様々な要因で引き起こされるが、その一つと 

して睡眠不足が考えられる。町としてはこの関連をどの 

ように考え、対応していくのか。 

   ・毎日自分で管理できるアプリがあるが、導入する考え 

は。 

 

（２）未就学児への取組について 

   ・０～２歳児、３歳～５歳児への取組について、実施し 

ている施策はあるのか。 

   ・睡眠不足を解消するための生活習慣の改善及び眠育に 

ついて、保護者への啓発は行っているのか。 

 

（３）睡眠は健康な身体作りに欠かせない生活習慣の一部であ 

るが、町は睡眠に関する健康づくりにどのように関わろう 

としているか。 

・妊産婦訪問や各種特定健診の中では、どう取り組んで 

いるか。 

 

（４）これからの取組について 

・睡眠の重要性について町民への周知活動や睡眠アプリ 

の紹介などを実施する考えは。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



質問順 ＮＯ．５  質問者１２番  本 田 芳 枝 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

都市公園整備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域に根ざす図書館の 

在り方について 

 

 

 

都市計画マスタープランでは、既存の公園の管理と再生に 

ついて以下のように記しています。 

「パークマネージメントの考え方に基づき、既存公園につい 

て住民満足度などを評価し、課題の多い公園については地域 

の声を聞きながら再整備を行うなど、多世代かつ多様な意見 

を持つ地域住民のニーズにあった公園への再生のしくみを作 

ります。」 

昨年は柚須公園整備に当たって以上のような考えを基に整 

備されたと思います。今後の都市公園整備についての考え方 

を問います。 

 

（１）14都市公園に整備計画はあるのか。 

 

（２）ユニバーサルデザインへの配慮などは行われている 

か。具体的には公園のバリアフリー化や、インクルーシ 

ブ遊具、誰でも使いやすいトイレの設置などは。 

 

（３）防災機能の強化や防犯性の向上などは。 

 

（４）町民の声をどのようにして取り入れるのか。 

 

（５）原町駅と長者原駅の間に原町公園がある。中心拠点の 

将来ビジョンを目指す基本構想の策定を予算化している 

が、その進捗状況と地域住民との関わりをどのように進 

められる予定なのか。 

 

 

 

 

 粕屋町に図書館ができて25年が経過しています。町民の生 

涯学習の拠点としてその運営は高く評価できます。先日発表 

された図書館要覧を見ると気がかりなことがあります。町民 

にとって図書館のあるべき姿を思い描きながら問います。 

 

（１）全体の貸出し冊数は順調に伸びているが、町民48,431 

名に対して、行政区ごとの登録者数の合計が5,098名。 

４年経過して、更新していない利用者を除くとあるが、 

町民全体に対して10.5％。これはあまりにも少ない数字 

ではないかと思うが、見解を問う。 

 

（２）専門職としての司書の採用が近年なされていない。司 

書あっての図書館だと思うが、見解を問う。 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



質問順 ＮＯ.６   質問者 ９番   川 口  晃           
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

水害対策のための施策 

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

危険な道路、狭あいな 

道路の整備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

排外主義と人権問題に 

ついて 

 

 

（１）建物に侵入してくる水を防ぐための「止水盤の設 

置」に対する支援について考えを問う。 

 

（２）須恵川の扇橋上下域及び粕屋町に影響を及ぼす下流 

域（津屋本町橋域及び新幹線下）の浚渫について、県 

に対して要望する考えはあるのか。 

 

（３）福岡県の策定している流域治水プロジェクトにおい 

て、県は二級水系を４つの圏域に分けて市町村が加盟 

している協議会において協議を行っていると思うが、 

粕屋町として具体的な取組を問う。 

 

（４）令和６年度の国の補正予算で成立した「新しい地方 

経済・生活環境創成交付金」において【地域防災緊急 

整備型】が先進的な防災の取組への支援が創設されて 

いるが、粕屋町はどのような対応をしたか。今後使用 

の計画はあるか。 

 

 

 

 

（１）消防車や救急車やゴミ収集車が入れない道路等につ 

いて町は調査しているのか。調査しているのであれ 

ば、どのような順序で改良していくのか。 

  

（２）町道の歩道設置率はどれくらいか。 

 

（３）道徳信号から四軒屋信号までの道路の歩道の設置に 

ついて考えを問う。 

 

 

 

 

（１）粕屋町に在住する外国人の動態はどのように変化し 

ているか。今後の状況（増減）に関しての推定とその 

根拠を問う。 

  

（２）上記の内、国保や介護保険加入者は何人か。対象者 

の医療費や介護利用費の額はどのくらいか。また、そ 

れぞれの比率は。それらを通して、外国人は優遇され 

ていると言えるものがあるか。  

 

（３）「人間の平等」について小学校・中学校ではどのよ 

うに取り上げて教育されているか。また、社会教育・ 

人権問題としてはどのように取り上げていくか。 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



質問順 ＮＯ．７  質問者 ６番  杉 野 公 彦 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

一般廃棄物収集運搬許 

可について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機構改革実施による町 

組織の問題点及び課題 

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）令和７年３月の一般質問において、事業系ごみや遺品 

整理ごみ等の一般廃棄物収集運搬許可について、既に調 

査した福岡市や糟屋郡内以外の許可状況について幅広に 

調査するとの発言が副町長よりなされていたが、その調 

査結果はどうであったか。 

 

（２）上記の調査結果を受け、事業系ごみや遺品整理ごみ等 

の収集運搬について、新たに参入を希望する事業者に対 

しては許可を与える考えはあるか。 

 

 

 

 

令和７年６月１日に行われた機構改革において、町の組織 

が大きく変更となったが、３か月を経過した現時点におけ 

る、問題点・課題等について問う。 

 

（１）選ばれる町となる為には、地域おこし的な新たな施策 

に取り組んでいく必要があると思うが、その活動は総合 

政策課シティプロモーション係が主に担うことになるの 

か。 

 

（２）シティプロモーションについては、企業誘致において 

も大きく影響すると考えるが、総合政策課と都市計画課 

の連携についてはどのような形となるのか。 

 

（３）地域共創課は防犯・防災のウエイトが多いように感じ 

る。今後「共創社会の実現」がさらに求められていく中 

で、共創に特化した課を作るべきではないか。 

 

（４）現状、機構改革に伴い、いくつかの部署で職員が足り 

ないように感じ、その解消は急がねばならない。しか 

し、ガバメントクラウドの環境構築等により、人員削減 

が可能となるとも考えられる。今後の定員管理計画の変 

更の必要性はどのように考えているのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



質問順 ＮＯ．８  質問者１４番  山 𦚰 秀 隆 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

こども家庭センターに 

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「こどもど真ん中」を中核に据える粕屋町ですが、母子 

保健法と児童福祉法にのっとったこども家庭センターが機 

構改革によりさらに拡充されました。 

しかしながら、予算や人手不足を含め、施設の限界など 

もあり子どもの出生率が高い当町にあって、子育てを行う 

家庭にどれだけの支援が行き渡っているのか。現状と課題 

について質問します。 

 

（１）こども家庭センターが担うべき役割については、妊 

産婦及び乳幼児の健康の保持・増進に関するものから 

福祉に関する包括的な支援まで切れ目なく、漏れなく 

提供するとあります。どれほどのマンパワーと予算を 

使って支援を行っているのか聞きます。 

 

（２）個々の家庭の課題・ニーズに応えるため合同ケース 

会議を行い、サポートプランを作成していると思いま 

すが、地域資源のネットワークをどのように形成して 

いるのか聞きます。 

 

（３）財政支援をいかし地域内の子育て家庭へ必要な支援 

ができる体制を整備できているのか聞きます。 

 

（４）子育て家庭に提供している町独自の支援策を聞きま 

す。 

 

（５）粕屋町においても妊婦に対して伴走型相談支援（妊 

婦の認定後５万円、妊娠しているこどもの人数届け出 

後５万円）を実施しているが、それとは別に、子ど 

も、育児関連に特化した専用商品券を導入し行政と地 

域が連携して育児を楽しめる環境の創出をしてはどう 

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 


